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　In　China　the　flowers　of 　the　genus　1）atura 　plants　are　used 　as　a 　cough 　remedy ，　spasmolytic 　and

anodyne 、　 As　 the　 original 　 plants，　 D ，　 metel ，　 D ．　 innoxia　 and 　 other 　plan亡s　are　 known ．　 We
obtained 　l4　species 　of 　plants　of 　the　genus　Datu 厂a　and 　 measured 　the　size，　the　dry　weight 　 and

the 　hyoscyamine 　 and 　 scopolamine 　 contents 　 of 　the 　fiowers　 collected 　 on 　 differcnt　 days．　 The

alkaloid 　contents 　 of 　the　flowcrs　 werc 　the　highest　 when 　they 　were 　harvested　 on 　the 　 fiowering

day，　and 　the　alkaloid 　content 　per 且ower 　was 　generaIly　high　jn　Ehe 　2）．　metel
，
1）．　innoxia

，
　D ．　 metel −

oides ，　 D ．　fastuosa　 plant8，　 which 　 are 　section 　 Datura　 plants．　 In　 these 　 section 　Datura 　plants，
the　scopolamine 　content 　was 　higher　than　the 　hyoscyamine　coD 　tent．　 On　the　other 　hand，　in　lhe
case 　of　the　section 　Stramonium　plants　tested ，

　the 臼owers 　were 　smaHer
，
　thcir　alkalold 　contents

were 　lower　than 　those 　of 　the　 section 　Datura　plants　 and 　their　hyosyamlne 　content 　and 　the 　 sco ．

polamjne 　content 　were 　about 　the　same ．

Keywords − 1）atcrra；1）．　tne　tel；tropine　alkaloid ；flower；yanriin−hua

　洋金花
2 ）

は ，ナ ス 科 （Solanaceae）Datura 属植物の 乾燥 した 花 で ，中 国で は 喘息，引きつ け，外科手 術の 麻酔薬

として 使用 され て い る．洋金花 の 基原植物 は，主 とし て 1）atura 　metel （南洋金花）お よび D ・　innoxia （北洋金花） の

両種 で あ り，こ れ以外 に 数種 の 同属植物 も用 い られ る2）．洋金花 は ， 「開きは じめ の 花 を 採 る」 と い わ れて い る 3，．洋

金 花 に つ い て は ，康 ら
4 ｝

の 顕微鑑定研究や 何 ら 5）
に よ る ト ロ ピ ン ア ル カ ロ イ ド

6）

の 定量 報告 が あ る．ま た ，お もな 含有

ア ル カ ロ イ ドとして scopolamine と hyoscyamineが知 られ て い る が，両者 に は薬 理 作用 の 違い が指摘 され て い る7）．

他 の Datura 属植物 に つ い て も多 くの 研 究 がな さ れ て い る が 8），花 に つ い て の 詳細な 検討 は な され て い な い ．著者 ら

は 同属植物研究 の た め 各種 の 種 子 を 入 手 し ， 洋金 花 の 採 取時期 と品質の 検討 を 行 っ た．

　洋金花 お よび 各種 1）atura 属植物の 花の 開花前か ら開花緩まで の ア ル カ P イ ド定量 を行い ， そ の 経 日変化を調べ
，

併せ て 各種 の 花 の 花葉各部の 大 きさ と重量 の 変化を追跡 した．

実験材料および 方法

　1． 実験材料

　1）　洋金 花 ：中 国 市 場 品 を 入 手 （1973，1988，1989年，松浦薬業）．

　Datura 属植物 ：分類 につ い て は ，
　 A ．　G ．　Avery ら の 方法

8a）
に従 い

， 同属を Datura 節 と Stramonium 節とに 大

別 した．
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　DatUra 節

　2）　Datura〃metet 　L ．，西 ドイ ツ，在来種 （名城大学薬学部薬用植物漂本園で 長年栽培 して きた株 ， 以下同様。な お ，

複数 の 由来を もつ 材料 に つ い て は ，測定値 の 平均 を もっ て 討論をする こ とに し た．）

　3） D ．innoxia　MILL ．，西 ドイ ツ ，在来種．

）

）

）

）

）

45678D ．　neeteloides　DC ．，在来種．

1）．　fast　uosa 　L ．9〕

花 は 重 弁 で 紫 色，在来種．

D ．　fastuosa　Lg ）

花 は 重弁で 黄色 ， 在来種

1）．　discotor　BERNH ．，西 ドイ ツ．

D ．　leiehhardtii　 MUELL ，西 ドイ ツ ，

　 Stramonium節

　9） D ．　stramonium 　L
， イ タ リア，ポ ー

ラ ソ ド，オ ラ ン ダ，在来種．

　10） D ．　stramenium 　var ．　tatula　ToRREYlo ）

， 西 ドイ ツ
，

ポ ー
ラ ン ド， 在来種，

　11）　1）．　stramonium 　L．　var ．　inermis　 TIMMIeb ）

，ポ ー
ラ γ ド．

　 12） D ．　ferox　L ．，西 ドイ ツ．

　13）　D ．　4uercifolia 　H ．　B ．　et　K ．，名寄／ハン ガ リー，花 は うす紫色 （pale　lavender）， 有剌果．

　 14） D．　quercifelia　H ，　B．　et　K ．，名寄／ ハ ン ガ リ ー，花 は うす紫色 （pale　lavender），無刺果．

　15） 1）．guercifolia　H ．　B ．　et　K ．
， 名寄／ ハ ン ガ リー

， 花 は 白色 ， 無刺果，

　以上 の 植物 の 種子 を，名城大学薬学部薬用植物標本園 （愛知県春 日井市お よび 名古屋市）に お い て 播種栽培 した．

開花前 々 日，開花前 日，開花当 日，開花翌 日 に 相当す る 花を採取 し た ．採取期間，1988年 10〜12月　（
’88年 8 月播種），

1989年 7〜 9月 （
’89年 5 月播種）．

　採取 した 花 は ，各花葉 に 分割 し，長 さ と乾物重量 を測定 した．乾燥 に つ い て は，35℃ 48時間 （1998） また は 16〜

18℃ 1 週間 （1989） 除 湿通 風後 シ リ カ ゲ ル デ シ ケ
ー

タ
ー
中で 24時間 乾燥 を行 っ た，

　2．　 トロ ピ ン ア ル 力 ロ イ ドの 定量
11）

　十分乾燥 し た 試料粉末 100mg に 内標準物質 と し て caffeine 　O．3mg を 加え，ア ン モ ；ア 飽和 ク ロ ロ ホ ル ム 2ml

を 加えて 室温 で 24時間抽 出し た。抽出後ろ過 し
， ろ液 を 約 1／2 量 に 濃縮 し た ． Sandwich−injection法 で on −column

TMS 化 を行 い ，　GC 法 で トロ ピ ン ア ル カ P イ ドの 定 量 を 行 っ た．標準物質 と し て 1−hyoscyamine ，　scopolamine 　hy・

drobromide を 用い ，　 caffcine との 面積比 に よ り検量 線 を 作製 し た ．　 GC 条 件，充填剤 ： OV −171 ．5％ Gas　 chrom

Q （80〜100mesh ），カ ラ ム ： 3mm × 1mpylex 　g】ass 管，キ ャ リ ア ガ ス ：N2 ，流速 ：35　ml ／min ，温度 ； 200℃
， 検

出器 ： FID．

実験結果および考察

　1・ 開花時期の 花 の大 き さ の変化

　Datura 節 は
一般に 花冠が大型 で 全長 は 150　mm 以上 で あ る が，　 D ．　leichhardtiiの 花冠 は小型 で 約 40　mm で あ っ

た，こ れに 対 し Stramonium 節 の 花冠 は ，
　 Datura 節 に比較 して 小型 で 50〜100　mm で あ っ た．花冠 の 長 さの 変動

は ，
Datura 節 ，

　 Stramonium 節 と もに ，開花前 々 日か ら前 日に か け て急激 な 伸長が見 られ ， 花冠 ， 雌ずい
， 雄 ずい

は ほ とん どの 花 で 開花当 日に 最長 と な っ た．ま た 萼の 長 さ は ，開花 に と もな っ た 変動 は 少 なか っ た （Fig．1，Fig．2）．

　2．　 花の 乾燥重量

　市場品洋金花 は，萼 と子 房 が 取 り除か れ，い ずれ も南洋金花 と思われ る．基原植物 と され る D ，metel の 萼 と子 房

を 除い た 乾燥重量 と ほ ぼ 同 じ重量 で あ っ た ．一般 に， Datura 節 で は花冠 が 大 型の 種 類 が 多 い た め ，乾燥重量 は 300
〜500mg で 花冠 の 重量が総重量の 1／2 以 上 を 占め る もの が 多か っ た．ま た D ．　fastuosaは 雄ず い が弁化 し た り，花

冠が八 重で あ る こ とか ら他種 に 比 較 し て 2 倍以 上 の 花冠重量 で あ っ た．Stramonium 節の 花冠 は ，　 Datura 節 に 比較

し て 小型で あ るた め に 60mg 前後 の 重量 を 示 し，花冠 の 占め る割合 は 総重量 の 1／2 以下 で あ り，子房 や 萼 の 重量割

合 が高 くな っ て い た．開花 に よ る変動 は Datura 節 ，
　 Stramonium 節 と もに 開花当 日に 最大重量 とな り， 開花後減少

す る もの が 多か っ た （Fig．3，　Fig．4）．

　3．　花葉各部の トロ ピ ン ア ル 力 ロ イ ド含有率 （％）

　洋金花市場 品 ：基 原植物と され る D ．　metel に 比 較 し て，　 scopolamine 含有率が低 く，　 hyosyamine とscopolamine

の 含量比 も両者 に 違 い が み られ た．
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b2a2

　　　　　　 　　　　　　　　　　 Fig．1．　Flower 　Sketch　of 　Datura　spp ．

1：Yan→jn−hua，2 ：D ．　metel ，3 ：D ゴ 朋 exia ，4 ：D ．　meteloides ，5：か．　fastuosa　with 　purple　Hower，6 ：1λ fastuosa　with

yellow　flower
，
7 ：1）．　discolor

，
8 ：D ．　leiehharゴ’ガ

，
9 ：D 、認 厂砌 lonium

，
10：D ．　stramonium 　var ．　tatura，11：P ，∫〃 amonium

var ．魏 召厂mis ，12：D ．ノ診roκ，13：1）．　quereifol’α with 　pale　lavender　Hower 　and 　 spiny 　 capsule ，14： 1）．　querc ヴb伽 with

pale　lavender且ower 　and 　smooth 　capsule ，15：P ．　quercifolia 　with 　white 　Hower　and 　spiny 　capsule ，　 a ： the　 side 、view ，

b：the　unfblding 　view
，
　c ： the 丘ont 　view ．

020〔
E
ε

←

雷「
　

　
　

　

0

　

　
　

　

10

广
O
」

O冖
L

レ

O50

＝
Φ」

073’88’89ABCDABCD 　《BCD 　ABCD 　ABCD 　BCD 　BCD 　ABCD 　BCD 　C　C　BCD 　BCD 　C
1　　 23 　　　 456 ］　　　8　　　9　　　　10　　111213 　　 14　　15

　　　　　　　　　Flg，2．　 Length 　of 　Each 　Floral　Leaf 　of 　Datu 厂a 　spp ．　on 　Flowering　Days

I ：Yan づin−hua，
2 ：P 、　me ’e 〜

，
3 ；P ．ゴnnoxia ，4 ：ρ．　metetoides

，
5 ： 1）．血∫勣 o ∫α with 　purple　fiower，6： 1）．　fastuosa　with

yellow　flower
，
7 ；P ．　diseotor

，
8：1）．〜b’c乃hardti’

，
9 ：D ．5〃 amonium

，
10：D ．5〃砌 lonium 　var ．　tatu’a，11： D ．訂 r研 η o η’配剏

var ．’nermis ，12 ：D ．　ferox，13 ：P ．卿 θκ の ’ia　with 　pale　lavender　flower　and 　 spiny 　capsule ，14： D ．　quercifolia　with

pale　lavender　nower　and 　smooth 　capsule ，15： D ．　 quercifol’a　 with 　 white 　 fiower　 and 　 spiny 　 capsule
，
　 A ： two 　 days

be負）re 且owering ，　B ：one 　day　be負）re 月owering ，　C ：Howering　day，　D ：one 　day　after　nowering， ● ； corolla ， △ ； pisti1，
▲ ： stamen

，
■ ： calyx ．　Sample 　No ．11and 　12　were 　collected 　in　1988，　and 　thc　other 　plant　samples 　were 　collected 　in

1989．

　DatUra 節 ： 今 回 の 実験 に 使用 し た 試料の 限 りで は ，　 Datura 節の 花 に は scopolamine 含有率が高い 傾向が認め ら

れ た．とくに D．　metel は 他者 に 比較 し て 各花葉ともア ル カ ロ イ ド含有率 が高 か っ た．1λ 伽 o 珈 も洋金花 の 基原植
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ

物の
一つ とされ るが，D ．　metet よ り含有率が低か っ た．ま た ，

1λ伽 o κ’σ は 系統に よ り若 干 の 相違 が見 られ，　 hyo・

scyamine 含有率 の 高い 株亀存在 した．　D ．　meteloids は D ．　metel に 次ぎ高い ア ル カ ロ イ ド含有率を 示 した，　D ．　fastuosa

は D．”metet の Syn．とされ る が8a ）
各部位 に つ い て 1）．　metel よ リア ル カ ロ イ ド含有率が低 く，含量比 も異な っ て い

た．平岡ら
9b）

は D ．　fastuosaの 花色 と葉の ア ル カ ロ イ ド含有率に 有意性 を認め，紫色の 花 の 株 で は 葉 の ア ル カ 卩 イ ド

含有率が高い と報告して い る が ， 今回 の 実験で は花色とア ル カ 卩 イ ド含有率 に 相関 は認 め られなか っ た．1）．　discolor

で は hyosciamine含有率が最も低か っ た．　 D ．　leichhardtiiは他 の Datura 節 と異な り，　 scopolamine 含有率が低 く，

（318）
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　　　　Fig．3．　 Bjomass 　Change 　of 　Each 　Floral　Leaf　of 　Datura 　spp ．　on 　Flowerillg　Days （Sect，　Daturの
1：Yan−jin−hua，2 ：D ．　me ’e ’，3：P ，　innoxia，4：1）．　meteloides ，5 ：D ．　fastuosa　with 　purple　flower， 6 ：D ．　fastuosa　with

yellow　Hower ，
7 ：D ．　diseo／b厂，8： D ．陀たhhardtii

，　A ： two 　days　befbre　fiowering
，
　B ； one 　day　befbre　f玉owerlng ，　C ：

flowering　day ，　D ： one 　day　after　fiowering．　Sample 　No ．2to 　8　were 　coUected 　in　1989．
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　　　Fig，4．　 Biomass 　Change 　of 　Each 　Floral　Leaf　of　Datura　spp ，　on 　FIowering　Days （Sect，　Stramonium ）

9：」D・s〃a 〃 loniu 〃ち 10：」D・stramonium 　var ・tatula，11：」D・st厂alnoniujn 　var ．　inermis， 12： 1）．ノlerox，　13： 」D．　guercウ
colia

with 　pale　lavender　flower　and 　spiny 　capsule ，
14 ：1）．　quercifolia　with 　pale　lavender　flower　and 　smooth 　capsule ，15：

D ．quereヴfotia　with 　white 　fiower　and 　spiny 　capsule ，　A ：two 　days　beR）re　fiowering，　B ： one 　day　befbre　flowering
，
　C ：

月owering 　day，　D ：one 　day　after　fiowerlng．　Sample 　No ．11to 工2were　col ［ected 　in　j　988，　and 　the　other 　plants　 were

collected 　in　1989．

hyoscyamine含有率 の ほ うが 高い か ，あ る い は scopolaminc 含有率 と同程度 の 値 を示 し た．

　Stramonium 節 ： Datura 節 セこ比 ベ ア ル カ ロ イ ド含有率は 低か っ た．子房 で は hyoscyamine含有率 の ほ うが 高い

が，他 の 部分 で は scopolamine 含有率と hyoscyamine 含有率 が 同程度の 値 を示 す傾向が見 られた．　 D ．　stramonium

とそ の 変 種 と され る var ．　tatulaloa）

で は，ほ とん ど同 じ ア ル カ ロ イ ド含有率 を示 した．1）．　feroxで は，　 scopolamine

含有率が高 く，
hyoscyamine 含有率 が低 くか っ た ．　 D．　quercifolia で は 各花葉 で hyoscyamine含有率が scopolamine

含有率 よ り高か っ た．また P．　quercifeliaで は ， 花色とア ル カ ロ イ ド含有率，果実の 刺 の 有無 とア ル カ ロ イ ド含 有率

の 間 に 有意 な相関 は 認 め られ なか っ た ．

　Datura 節，　 Stramon加 m 節 と も に各花葉 の うち子房 の 総 ア ル カ 卩 イ ド含有率 （scopolamine 含有率 と hyoscyamine

含有率 の 合計）が最も高 く，
Datura 節で は scopolamine 含有率 が，　 Stramonium 節で は hyoscyamine 含 有率が

高 か っ た （Fig．5）．
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　　　　　　　 Flg．5，　 Alkaloid　Contents　of 　Each 　Floral　Leaf　of 　Datu砌 spp ．　on 　Flowering　Days

1：Yan−jin−hua，2：1）．　metel ，3：1），　innoxia，4 ：P ．　meteloides ，5 ：1）．　fastuosa　with 　purple　flower，6： 1）．ノllstuosa　with

yellow　fiower，7：D ，　disco　lor，8：1），　leick加 rdtii，9 ：D ．　st 厂amonium ，10；D ．　stramonium 　var ．　tatula，11 二P ．　stramoniunl

var ．　inermis，12：D ．ノbrex，
13：D ．　quercpto’ia　with 　palc　lavender　flower　and 　spiny 　capsule

，
14； P ，　quer‘ヴfoiia　with

pale　lavender　flower　and 　smooth 　capsule
，
15二 D ，　guercifolia　 with 　 white 月ower 　and 　 spiny 　 capsule

，　A ： two　days

before　Howering ，　B 二 〇 ne 　day　before　flowering，　C ： flowering　day，　D ； one 　day　 after 　flowering，　ABCD ： a里kaloid

analysis 　was 　carried 　out 　on　the　mixture 　of 　the　samples 　for　A ，　B，　C　and 　D ，

一
； scopolamine ，＿： hyoscyamlne

，

＊
： Samplc 　of 　61ament　are 　mixed 　w 仙 another ．　Sample 　3−A ，　D 　were 　collected 　on 　Ju1．19　and 　 Aug．2，　 and 　sample

3−B，Cwere 　collected 　on 　Aug ，22　and 　Sept．2．　Sample 　No，5，6，11and 　12　were 　collected 　in　 1988
，　 and 　the　 other

plant　samples 　were 　collected 　in　1989．

　4．　一花中の 総 ア ル 力 ロ イ ド量 （mg ）

　使用 し た 市場品洋金 花 は，すべ て 萼や子房 が 除去 され て お り，

一花当 りの 総 ア ル カ ロ イ ド量 は ， 多い もの で も2mg

以下 （scopolamine 量 の 平 均値 0，9mg ，　 hyoscyamine量の 平均 値 α 4mg ）で あ っ た．今回 実験 に使用 した開花当

日の 1），metet に つ い て ，萼 と子房 を 除去して 算出 した 総 ア ル ヵ ロ イ ド量 は 3．4mg （scopolamine 量 3．　O　mg ，　hyo−

scyamine 量 0．4m9 ） で あ り，市場品洋金花 に 比 べ scopolamine 量 が 約 3倍 の 高い 値だ っ た．

　ア ル カ ロ イ ド含有率 は 1）・〃metel が い ち ば ん 高 い が ，

一
花 当 りの 総 ア ル カ ロ イ ド量の 点で は，　 D・　metel よ り花冠が

大型 で ア ル カ ロ イ ド含有率 も高い D ．〃metetoides が最大だ っ た．乾燥重量 は 多い が ，
ア ル カ ロ イ ド含有率の 低い D ・

fastuosaは ，
　P ，　metel と同程 度の 総 ア ル カ 卩 イ ド量 で あっ た が ，

　scopolamine 含 有 率 と hyoscyamine含有率の 比

が異 な り，D ・metel よ りも hyoscyamine 量 が 多か っ た ．

　Datura 節 で は，含有 ア ル カ ロ イ ドの 大半 は 乾燥重量の 多 い 花冠 に 由来す る もの で ある が．　 Stramonium 節 で は ア

ル カ 卩 イ ド含有率 の 高 い 子 房 に 由来 し て い た （Fig．　6）・

　 5． 総 ア ル 力 ロ イ ド量 （mg ）の 日変動

　開花時期に お け る ア ル カ P イ ド含有率 の 日変動 につ い て は ，
Datura 節，　 Stramonium 節 ともに 開花前 々 日が最大

と な り，開花 前 日，開花 当 日，開 花翌 日の 順 で 減少する傾向がみ られた．また，scopolamine ，　hyoscyamine両 ア ル

カ ロ イ ドの 構成比 は ほ ぼ同 じで あ っ た．D ，　innoxia で は異 な っ た 系統の 混在 に よ り構 成 比 が や や 変動 し た ・

　総 ア ル カ P イ ド量 の 面か ら見 る と，Datura 節 と Stramonium 節ともに，「開花前 日」 「開花当 日」 で 高 い 値 と な

り，開花 翌 日 で は 減 少 した ．つ ま り，「開 き は じめ の 花」
3》

で 高い 値を示 し た こ とに な る （Fig．7）．

結 論

　1） 花 の 大きさ は，Stramonium 節の もの に 比較し て Datura節 の ほ うが 長さ，乾燥重量 の い ずれ の 面で もす ぐれ

て い た ．

　2） Datura 節 の 花 で は hyoscyamine含有率 に比較 して scopolamine 含有率の ほ うが高い 傾向が 認め られ た．一

方，Stramonium 節で は両 ア ル カ Pt イ ドは 同程度の 含有率を示 し た．

　3）　両節の 植物と も子房の 総 ア ル カ ロ イ ド含 有 率が最 大 値を 示 した ．

　4）　ア ル カ ロ イ ド含有率と花の 乾燥重量を加味 し た と き，一
花当りの 総ア ル カ ロ イ ド量の 点 で は 開花前日か ら開花
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　　　　Fig．6．　 Alkaloid　Contents　in　Each 　Floral　Leaf　of 　One 　Flower 　of 　Dat ” ra 　spp ．　on 　F正owering 　Days

1：Yanrjin−hua，2：1）．　mete1 ，3：1）．ノnnoxia ，4 ：1）．　meteloides ，5 ：1）．　fastuosa　with 　purple　fiower
，
6 ： 1）．　fast“osa 　 with

yellow　flower，7：P ，‘ガscolor ，
8 ：D ．　ieichha厂dtii

，
9 ：D ．　stramonium

，
10：D ．　stramonium 　var ．　tatula

，
11：」D．　stramoniu 〃〜

var ．　ine厂mis
，
12 ：ρ．ferox，13： D ．　guercifolia　with 　pale　lavender　flower　 and 　 spiny 　 capsule ，14： 1）．　 qaercifolia　 with

pale　lavender且ower 　and 　smooth 　capsule ，15： D ．　quercifolia　 with 　 white 　flower　 and 　 spiny 　capsule ，　A ： two 　days

befbre　Howeringβ ： one 　day　before　flowering，　C ： flowering　day，　D ： one 　day　aftcr　flowering，　ABCD ： alkaloid

analysis 　was 　carried 　out 　on 　the　mixture 　of　the　samples 　for　A ，　B ，
　C　and 　D ．＊

： Sample　of　filament　are　mixed 　with

another ，　Yan→in−hua （1−
’
73，一

’
88

，
一’89）did　not 　contain 　a　calyx 　and 　ovary 。　Sample　No ．5，6，11and　12were　collected

in　l988，　and 　the　other 　plant　samples 　were 　collected 　in　l989．

当 日の 花 が 最大 と な り，Datura 節の D ．　metel
，
　 D ・　innoxia，1）・　meteloides ，　 D ・　fastuosaが 高か っ た．とく に 花冠が

大ぎくア ル カ P イ ド含有率も高い D ．〃 meteloides が高か っ た ．

　5） Datura 節 で は ア ル カ 卩 イ ド量 の 大半 は 花冠 に 由来す る もの で あ る．し か し Stramonium 節で は，　 hyoscya−

mine 含有率の 高い 子房 に 由来し て い る た め ，両節 で の ア ル カ 卩 イ ド含量比 に は 大きな違 い が見 られ る．これ らの 違

い を考慮 して 臨床へ の 利用を考え るべ ぎで あ る．

　謝 辞 ： 本研究に 際 し材 料 植 物の 種 子 の 供 与 を 受 け た ，国立 衛 生 試験 所 筑波薬用植物栽培 試験 場 場 長 佐竹 元 吉先 生

お よ び 同北海道薬用植物栽培試験場場長　畠山好雄先生 に 感謝する．
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　　　　　　　　　　　　 Alkalold　Contents　ofOne 　Flower 　of 　Datura　spp ，　on 　Flowering　Day

2；1）．　 mete ’
，
3；P ．　innoxia

，
4 ： D ．　meteloides ，5 ：0 ．ノilstuosa　with 　violet 　flower，6：D ．　fastuosa　with 　yellow 月ower

， 7：

P ．discoio广，9 ：ρ．　stramonium ，101D ．　stramonium 　var ．　tatuia
，
2−7：Sect．　Datura

，
9

，
10； Sect，　Stramonium ，　A ： two

days　before　flowering，　B ；one 　day　before　fiowering，　C ：fiowering　day，　D ： one 　day　after 　Howering ，● ： mean 　 value

of 　the　alkaloid 　contents （％）on 　one 　flower
， ■： biomass（dry　weight ，

　mg ）of　one 　nower，▲ ： total　a王kaloid　contents
（mg ）of 　one 且ower ，一：scopolamlne 、一一：hyoscyamine．　Sample 　No ．5and 　6　were 　collected 　in　1988，　and 　the　other

plant　sa 皿 Ples　were 　coHccted 　jn　l989．
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